
第１号議案 令和４年度事業報告及び収支決算の承認について

Ⅰ．令和４年度事業報告

１ 事業の概要

「稲・麦類・大豆生産振興方針」に基づき、関係機関・団体と連携し、優良種子の生産

と安定供給及び品質の向上に取り組みました。特に混種事故防止対策および発芽率確保に

ついては、最重点実施事項として取り組みました。また、消費者・実需者から選ばれる主

要農作物の生産と品質改善対策に向けて、技術指導資料の作成・配付や講習会への経費助

成及び受検対策等を実施しました。

一方、種子場農協及び関係機関・団体等と連携し、稲・麦類・大豆の種子生産供給体制

の維持・発展に取り組みました。特に稲においては、令和６年産からの飼料用米多収品種

への作付転換に備えた種子生産体制を構築しました。

２ 主要農作物の県内作柄概況

（１）稲

６月下旬から７月上旬において晴天と異常高温が続き梅雨明宣言がだされ、そ

の後梅雨に逆戻りし、８月中旬から９月上旬は日照が不足する状況となり作況指

数は９７の「やや不良」となりました。品質面では出穂期以降の高温の影響を受け、

白未熟粒により品質が低下し、 等比率は前年産（ ％）を下回り ％となりま

した。

（２）麦類

播種作業は、台風や断続的な降雨の影響もなく全体的には平年並みに行われま

した。年末から年明け後は乾燥と低温傾向でしたが、２月以降は適度な降雨によ

り生育は回復し、３月の茎数は平年を上回りました。収量は、二条大麦は細実と

なる圃場が多くみられ平年並みからやや少なくなり、六条大麦、小麦は平年並み

でした。作柄は全麦種類とも｢平年並み｣となりました。

（３）大豆

播種作業は、比較的順調に行われ、苗立ちも比較的良好でした。播種時期の早

晩による生育量に違いが見られました。開花は８月上旬より始まり、着莢数は平

年並みからやや多くなりました。品質面では、べと病、紫斑病が散見されました

が大きな被害につかながりませんでした。粒の生育は良好で収量は平年（ ｋｇ

）を上回る ｋｇ ａとなり、作柄は「やや良」となりました。



３．事業の実施状況

（１）優良種子の生産と安定供給対策事業

１ 種子の生産

稲・麦類・大豆の種子の生産実績は下表のとおりです。

表－１ 稲種子の生産：（ ）は品種数 単位： ａ． ．％

種 類 採種ほ面積 契約数量① 生産数量② ②／①

水 稲 ４１３ １，７１４ １，７１４ １００

表－２ 麦類種子の生産：（ ）は品種数 単位： ａ． ．％

種 類 採種ほ面積 契約数量① 生産数量② ②／①

六条大麦 ３７ １０５ ８５ ８１

二条大麦 ２１８ ７１０ ７１０ １００

小 麦 ５２ １７０ １７３ １０２

合 計 ３０７ ９８５ ９６８ ９８

表－３ 大豆種子の生産：（ ）は品種数 単位： ａ． ．％

種 類 採種ほ面積 契約数量① 生産数量② ②／①

大 豆（ ） ３４ ６１ ７３ １２０

２）生産指導と品質管理

①立会者として、ほ場確認に延べ６２人日、下見指導に２９人日、及び検査等（生産

物確認・農産物検査）に４２人日出役しました。

②関係機関協力の下、採種技術平準化や生産管理指導研修会等を開催しました。

会議・研修会 実施時期

稲 種 子 消 毒 計 画 会 議 令和４年 ５月３１日

麦 類 種 子 調 製 程 度 確 認 会 令和４年 ６月２０日

稲 種 子 調 製 程 度 確 認 会 令和４年１０月 ７日

大 豆 種 子 調 製 程 度 確 認 会 令和４年１１月３０日

種 子 生 産 研 修 会 令和５年 ３月２９日

③ 供給する稲種子の純粋性を確認するためのＤＮＡ調査を各種子場農協からサン

プル採種し民間検査機関に分析を依頼、いずれも純粋性を確認しました。

（原料荷受段階 点、製品調製段階等 点、合計 点）



④採種農家の技術の高位平準化を図るため技術資料を作成し配付しました。

＊ 稲種子異品種（コンタミ）混入防止チェックリスト ３３０枚

＊ 種子もみ枝梗対策チラシ ３７０枚

＊ 種子大豆紫斑病・べと病防除チラシ ７５枚

＊ 飼料用米夢あおば種子栽培暦 ５０枚

＊ 種子ＧＡＰ生産者チェックシート データ配信

＊ 種子栽培履歴報告書 データ配信

３）混種事故防止対策

① 混種事故防止対策については、各種子場農協や部会に対して県・関係団体の協

力を得ながら研修会等を開催するとともに、種子ＧＡＰや異品種混入防止チェッ

クシートの配付など各種対策に取り組みました。

② 種子生産者の１品種作付推進、収穫等機械の共同利用推進、原種専用ネットの

使用推進などコンタミ防止の徹底に取り組みました。

４）優良種子の安定供給

① 種子の供給

（稲種子） 契約数量を不足なく供給しました。 前記表－１

（麦類種子） 六条大麦（シュンライ）の生産数量は契約数量を下回りましたが、

転用種子及び県外産種子等の活用により不足なく供給できました。

前記表－２、

（大豆種子） 契約数量を不足なく供給しました。 前記表－３

② 備蓄種子対策

・ＪＡ全農とちぎが実施する稲・麦類の備蓄種子の発芽試験を支援し、発芽率が

種苗法に規定した基準以上であることを確認し、チラシ等を下記のとおり作

成・配付しました。 （備蓄種子チラシ）

備蓄種子もみ供給チラシ ２３，４００枚

備蓄種子麦類供給チラシ ３，４００枚

・県の災害対策種子確保事業に取り組み、下表のとおり備蓄を行いました。

（災害対策種子確保事業の備蓄実績）

品種 数量 年産 保管期間 保管場所

なすひかり ｔ 令和 年 月 日

～令和 年 月 日

Ａグリーンとちぎ

中央物流センター

とちぎの星 ｔ 同 上 同 上

３．事業の実施状況
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種 類 採種ほ面積 契約数量① 生産数量② ②／①
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２）生産指導と品質管理

①立会者として、ほ場確認に延べ６２人日、下見指導に２９人日、及び検査等（生産

物確認・農産物検査）に４２人日出役しました。

②関係機関協力の下、採種技術平準化や生産管理指導研修会等を開催しました。

会議・研修会 実施時期

稲 種 子 消 毒 計 画 会 議 令和４年 ５月３１日

麦 類 種 子 調 製 程 度 確 認 会 令和４年 ６月２０日

稲 種 子 調 製 程 度 確 認 会 令和４年１０月 ７日

大 豆 種 子 調 製 程 度 確 認 会 令和４年１１月３０日

種 子 生 産 研 修 会 令和５年 ３月２９日

③ 供給する稲種子の純粋性を確認するためのＤＮＡ調査を各種子場農協からサン
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５）種子生産体制の強化

① 「優良種子生産部会表彰基準」に則り３部会を表彰しました。

稲種子の部 ：那須野農業協同組合 黒羽採種部会

麦類種子の部：足利市農業協同組合 小麦種子部会

大豆種子の部：那須野農業協同組合 下中野大豆組合

② 採種体制の強化と優良種子確保のため「種子場農協交付金」、「稲こうじ病防

除助成金」等を種子場農協に助成しました。

③ 大豆種子の規格（準種子 ）を見直し、種子生産者の選別作業の効率化に取

り組み種子増産に結び付きました。

６）残量処理費と費用負担

① 残量処理費の収支状況は下表のとおりです。単年度収支のマイナスは要領に

基づき前年度の繰越金（普通預金）から充当し、残余金は次年度への繰越金とい

たします。

（単位：円）

費用負担 収入金額

① 
支出金額

② 
単年度収支

③ 
（①－②

前年度

繰越金④

次年度

繰越金⑤

④＋③

稲 円

麦 円 ㎏

大豆 円 ㎏

▲

※収入金額①：負担金（稲・麦・大豆）の合計 円＋預金利息 円

※残量処理数量：稲 ｔ、麦 ｔ（前年度 稲 ｔ）

※育苗ｾﾝﾀｰ助成数量：稲 ｔ（前年度 ｔ）

② 残量処理対象の種子もみについては ｔ（ 時点）でしたが、令和４

年度 ｔを処理し ｔとなりました。

新たに処理対象となる種子もみが ｔ以上見込まれましたが、全農とちぎと連

携し削減に取り組んだ結果 ｔに抑えることができました。

従いまして、現在の残量処理の対象となる種子もみは ｔとなっています。

令和４年度 現在（ ）

ｔ－ ｔ＝ ｔ ｔ＋ ｔ＝ ｔ

処理済 新たな処理対象



７）事故処理費と費用負担

① 事故処理費の収支状況は下表のとおりです。

今後、事故の発生がなければ、１年未満で各々の事故処理負担金を全額ＪＡに

返金いたします。 （単位：円）

費用負担 収入金額

①

支出金額

②

預り金

① －②

費用負担

対象数量

稲・麦・大豆

各 円 ｋｇ

稲：

麦：

大豆：

（２）消費者・実需者から選ばれる主要農作物の生産と品質改善対策事業

１）作付け及び品質改善対策

稲・麦類・大豆にて各々、一般生産者向けチラシを作成し生産者への周知徹底

を図りました。

① 稲では、発芽に大きく影響する種子籾の浸種について注意を喚起しました。

＊ 種子籾浸種留意点：「浸種水温は ～ ℃（ ℃前後）で 」チラシ

２７，０００枚

② 麦類では、適切な収穫・乾燥・調製のポイントを指導しました。

＊適期収穫が決め手！（良質麦の安定生産を）チラシ ５，７００枚

③ 大豆では、「里のほほえみ」の栽培指導をしました。

＊「里のほほえみ」の栽培のポイント（べと病の適期防除を）チラシ

１，４００枚

２）栽培技術指導

稲・麦類・大豆の栽培管理・品質改善対策は地域によって異なることから、各

地方農業振興協議会が実施する各種講習会に助成しました。

３）受検対策

米では、受検対策会議（令和４年７月１５日）を開催し、品質向上の推進

や検査協力体制の確立に努めました。特に、品質向上では適期収穫、高温時

の適切な水管理による腹白米・胴割れ米の発生抑制、過乾燥米の発生防止等

を指導しました。

＊ 米受検対策資料：「お米は大切な商品です」 ４０，３００枚

（３ 広報活動事業

情報紙｢とちぎ米麦改良｣の発行（３回／年）

ホームページの活用及び情報提供

種子生産計画等担当者共有システムの開発



４．主要行事内容（令和４年４月～令和５年３月）

 
月 日 場 所 内 容 常務対応

４

１５～ 各種子場農協 令和４年産麦類採種ほ場確認会出席 〇

１９ コンセーレ 栃木県農産物検査協議会第２２回通常総会出席

２６ 栃木県 ビル 令和４年度種子生産ＪＡ取扱会議開催 〇

５

１０ 総合文化センター 令和４年度栃木県農業再生協議会通常総会出席 〇

２６、３０ 農業試験場 令和４年産麦類原種立毛検討会出席 〇

３１ 栃木県 ビル 令和５年産用稲種子消毒計画会議開催 〇

６

２～ 各種子場農協 令和４年産麦類種子下見指導会出席 〇

２ 栃木県 ビル 備蓄麦類種子発芽試験実施 〇

２ 栃木県 ビル 令和３年度定期監査 〇

７ 栃木県 ビル （公社）栃木県米麦改良協会第１回幹事・事務局員会議開催 〇

１５ 栃木県 ビル （公社）栃木県米麦改良協会第１回理事会開催 〇

１７ 東京都 （一社）全国米麦改良定時総会（委任状出席）

２０ 栃木県 ビル 令和４年産麦類種子調製程度確認会開催 〇

２７～ 各種子場農協 令和４年産麦類種子検査立会 〇

３０ 栃木県 ビル （公社）栃木県米麦改良協会第３８回通常総会開催 〇

３０ 栃木県 ビル （公社）栃木県米麦改良協会第２回理事会開催（書面）

７ １５ 栃木県 ビル 令和４年産米受検対策会議開催 〇

８

１～ 各種子場農協 令和４年産稲採種ほ場確認会出席 〇

３～ 各種子場農協 令和４年産大豆採種ほ場確認会出席 〇

２９ 高根沢・黒磯農場 令和４年産稲・大豆原種立毛検討会出席 〇

３１ 栃木県 ビル 稲麦類及び大豆の種子価格検討会議（麦類）開催 〇

３１ 栃木県 ビル 令和５年産麦類種子生産ほ場設置計画会議開催 〇

９
７ 栃木農場 令和４年産稲・大豆原種立毛検討会出席 〇

１５～ 各種子場農協 令和４年産稲種子下見指導会出席 〇

１０

４ 栃木県庁 令和５年産麦類生産技術検討会出席 〇

５ 栃木県 ビル 栃木県農業試験場麦類専門検討会出席（ ） 〇

７ 栃木県 ビル 令和４年産稲種子調製程度確認会開催 〇

１７～ 栃木県 ビル 備蓄稲種子発芽試験実施 〇

２７～ 各種子場農協 令和４年産稲種子検査立会 〇



月 日 場 所 内 容 常務対応

１１

１ 栃木県 ビル （公社）栃木県米麦改良協会第２回幹事・事務局員会議開催 〇

９ 栃木県 ビル （公社）栃木県米麦改良協会第３回理事会開催 〇

２５ 高根沢原種農場 令和５年産麦類原種生産計画会議出席

２８～ 各種子場農協 令和４年産大豆種子下見指導会出席

３０ 栃木県 ビル 令和４年産大豆種子調製程度確認会開催 〇

１２

７ 栃木県庁 第１回飼料用米多収品種連絡調整会議出席 〇

８ ホテルニューイタヤ 栃木県産ビール麦生産・品質対策会議出席 〇

１３ 高根沢原種農場 令和４年産稲・大豆原原種・原種調製程度目合会出席

１３～ 栃木県 ビル 備蓄大豆種子発芽試験実施 〇

１６ 栃木県 ビル 栃木県農業再生協議会通常総会出席 〇

１６ 県土地改良連 第２回飼料用米多収品種連絡調整会議出席 〇

２７ 栃木県 ビル 第３回飼料用米多収品種連絡調整会議出席 〇

１

１３ 各種子場農協 令和４年産大豆種子検査立会

１６ 栃木県 ビル 第４回飼料用米多収品種連絡調整会議出席 〇

２

６ 栃木県 ビル 令和５年産稲種子生産ほ場設置計画会議開催 〇

６ 栃木県 ビル 稲、麦類及び大豆の種子価格検討会議（稲）開催 〇

３

２ 栃木県 ビル （公社）栃木県米麦改良協会第３回幹事・事務局員会議開催 〇

６ 東日本宇都宮 令和４年度種子生産研修会開催 〇

１３ 栃木県 ビル （公社）栃木県米麦改良協会第４回理事会開催 〇

２７ 栃木県 ビル （公社）栃木県米麦改良協会第２８回臨時総会開催 〇

２９ 栃木県 ビル 令和５年産大豆種子生産ほ場設置計画会議開催 〇

２９ 栃木県 ビル 稲、麦類及び大豆の種子価格検討会議（大豆）開催 〇

 
  

 



５．会議の開催

（１）総会

区 分 
総会日現在 
会 員 数 

出 席 者 
主要な議事とその議決 

本人 書面 計 
通常総会 

Ｒ4.6.30 
34 21 13 34 

1．3 年度事業報告及び収支決算の承認について 
2．役員の選任について 
3．顧問の推たいについて 

（全議案原案どおり議決） 
臨時総会 

Ｒ5.3.27 
34 20 14 34 

1．5 年度事業計画並びに収支予算の承認について 
2．5 年度会費並びに徴収方法の決定について 
3．5 年度借入金最高限度額について 
4．5 年度役員報酬額について 

（全議案原案どおり議決） 

 
 

（２）理事会

区 分 理事数 
出 席 者 

主要な議事とその議決 
本人 書面 計 

第 1 回 
Ｒ4.6.15 

13 11  11 

1．通常総会の開催について 
2．3 年度事業報告及び収支決算の承認について 
3．役員の選任について 
4．顧問の推たいについて 
5．参与の推薦について 

（全議案原案どおり議決） 
6．報告事項 
① 4 年産稲種子生産者価格の決定について 
② 4 年産大豆種子生産者価格の決定について 
③ 常務理事の職務の執行状況について 

第 2回（書面） 
Ｒ4.6.30 13  13 13 

1．代表理事の選任について 
（原案どおり議決） 
 

第 3 回 
Ｒ4.11.9 

13 13  13 

1．4 年度残量処理計画について 
（原案どおり議決） 

2．報告事項 
① 4 年度上期事業報告について 
② 4 年産麦種子生産実績及び 5 年産用需給状況

について 
③ 5 年産用麦種子生産計画について 



④ 5 年産麦種子生産者価格について 
⑤ 3 年産種子事故処理負担金について 
⑥ 4 年産種子事故処理負担金について 
⑦ 就業規則の一部変更について 
⑧ 常務理事の職務の執行状況について 

第 4 回 
Ｒ5.3.13 

13  12 12 

1．臨時総会の開催について 
2．臨時総会提出議案について 
3. 常務理事の月額報酬について 

（全議案原案どおり議決） 
4．報告事項 
① 4 年産稲種子生産実績及び需要見込について 
② 4 年産大豆種子生産実績及び需要見込につい

て 
③ 5 年産稲種子生産計画について 
④ 4 年度事業報告について 
⑤ 常務理事の職務の執行状況について 

 
 
（３）監査

区 分 監事数 
出 席 者 

主要な議事とその議決 
本人 書面 計 

Ｒ4.6.2 2 2  2 １. 3 年度事業報告・収支決算等監査 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
６．附属明細書

（１）令和４年産稲種子生産実績数量

（２）令和４年産麦類種子生産実績数量

（３）令和４年産大豆種子生産実績数量

（４）令和５年産用稲種子需給表

（５）令和５年産用麦類種子需給表

（６）令和５年産用大豆種子需給表

 

 



品種名 Ｊ　Ａ　名 面　積 契約数量 実績数量 対比 合格・消毒 合格・未消毒

コシヒカリ なすの 166 664 664 100 203 461

なす南 71 282 282 100 195 87

小　計 236 946 946 100 398 548

あさひの夢 しもつけ 81 356 356 100 158 198

なすひかり しおのや 17 67 67 100 5 62

とちぎの星 しもつけ 38 165 165 100 96 69

はが野 38 165 165 100 30 135

小計 75 330 330 100 126 204

夢ささら なすの 0.3 1 1 100 0 1

409 1,700 1,700 100 687 1,013

きぬはなもち しもつけ 4 14 14 100 0 14

4 14 14 100 0 14

413 1,714 1,714 100 687 1,027

413 1,714 1,714 100 687 1,027

（有機栽培種子）

品種名 法　人　名 面　積 契約数量 実績数量 対比 合格・未消毒 備考

コシヒカリ 民間稲作 1 1 2 129 2 ＮＰＯ法人(上三川町）

1 1 2 129 2

　　　　（１）令和４年産稲種子生産実績数量

合　　　　　　計

令和５年２月１４日確定

単位：hａ，t，％

　　　　合　　　　　計

　　水稲うるち計

　水稲もち計

水　稲　計



　
種 品種名 Ｊ　Ａ　名

面積 契約数量 生産実績数量
契約

　
類 対比 合格種子 シェア 準 種子 シェア

なすの 38 124 124 100 124 100 0

しもつけ 99 322 322 100 322 100 0

おやま 76 247 247 100 247 100 0

小計 213 692 692 100 692 100 0

とちのいぶき はが野 5 18 18 100 15 82 3 18

218 710 710 100 707 100 3 0

シュンライ なす南 37 105 85 81 85 100 0

37 105 85 81 85 100 0

さとのそら 足利 17 61 64 105 64 100 0

イワイノダイチ おやま 8 26 27 101 27 100 0

タマイズミ おやま 18 59 57 97 57 100 0

ゆめかおり しおのや 9 23 25 109 25 100 0

52 170 173 102 173 100 0

307 984 968 98 965 100 3 0

令和４年7月29日確定

（２）令和４年産麦類種子生産実績数量

単位：hａ．t．％

生産実績数量内訳

二
条
大
麦

ニューサチホ
ゴールデン

二条大麦計

六
条
大
麦

六条大麦計

小
麦

小　麦　計

計



単位：ha，t，％

ＪＡ名 品種名 面積 契約数量 実績数量 対比 合格 準Ａ 準Ｂ

なすの 里のほほえみ 12 22 29 134 21 8

（大田原）

なすの 里のほほえみ 9 16 21 126 4 15 1

（黒磯）

なすの 里のほほえみ 5 10 6 61 4 2

（黒羽）

なすの　計 27 48 56 116 28 26 1

なす南 里のほほえみ 7 13 17 132 15 3

34 61 73 120 43 29 1

（３）令和４年産大豆種子生産実績数量 

合　　   計

令和5年3月30日確定



JA全農とちぎ （単位：t）

採種ほ産 計 県　内 県　外 計

946 243 1,189 904 904 285

80% 20%

356 106 462 321 321 141

77% 23%

67 40 107 53 53 54

62% 38%

330 155 485 358 358 127

68% 32%

1 1 2 1 1 1

50% 50%

1,700 545 2,245 1,637 1,637 608

76% 24%

14 7 22 16 16 6

66% 34%

14 7 22 16 16 6

66% 34%

1,714 552 2,267 1,653 1,653 614

76% 24%

（令和５年４月末日現在）

　　　　　　　　　　区分
種別・品種名

生 産 及 び 確 保 数 量 供　　給　　数　　量
残　量

備　蓄
県外移入,
転用

（４）令和５年産用稲種子（令和４年産稲種子）需給表

コシヒカリ

あさひの夢

とちぎの星

夢ささら

う
 
る
 
ち

　小　　計

水

稲

なすひかり

きぬはなもち

も
 
ち

　小　　計

合　　計



JA全農とちぎ （単位：t）

採種ほ産 計 県　内 県　外 計

692 136 828 668 17 685 143

84% 16%

18 3 21 17 17 4

87% 13%

― 11 11 11 11 0

710 138 11 859 696 17 713 146

84% 16%

85 1 24 110 107 107 3

99% 1%

85 1 24 110 107 107 3

99% 1%

64 10 75 55 55 19

86% 14%

27 4 31 31 31 0

87% 13%

57 23 81 55 55 26

71% 29%

25 3 28 24 24 4

88% 12%

173 41 214 165 165 49

81% 19%

968 181 35 1,184 967 17 985 199

84% 16%

供　　給　　数　　量

残　量
備　蓄

県外移入,
転用

（令和５年４月末日現在）（５）令和５年産用麦類種子（令和４年産麦類種子）需給表

―

シュンライ

　　小　　計

六
条
大
麦

　　　　　　　　　　区分
種別・品種名

生 産 及 び 確 保 数 量

※県外移入、転用の内訳
・「もち絹香」 11t　⇒ 転用種子11t
・「シュンライ」24t　⇒ 県外（長野県）より移入 8ｔ、：転用種子16ｔ

合　　　　　　計

小
　
　
麦

　　小　　計

ニューサチホゴールデン

とちのいぶき
二
　
条
　
大
　
麦

　　小　　計

もち絹香(転用種子）

さとのそら

イワイノダイチ

タマイズミ

ゆめかおり

JA全農とちぎ （単位：t）

採種ほ産 計 県　内 県　外 計

946 243 1,189 904 904 285

80% 20%

356 106 462 321 321 141

77% 23%

67 40 107 53 53 54

62% 38%

330 155 485 358 358 127

68% 32%

1 1 2 1 1 1

50% 50%

1,700 545 2,245 1,637 1,637 608

76% 24%

14 7 22 16 16 6

66% 34%

14 7 22 16 16 6

66% 34%

1,714 552 2,267 1,653 1,653 614

76% 24%

（令和５年４月末日現在）

　　　　　　　　　　区分
種別・品種名

生 産 及 び 確 保 数 量 供　　給　　数　　量
残　量

備　蓄
県外移入,
転用

（４）令和５年産用稲種子（令和４年産稲種子）需給表

コシヒカリ

あさひの夢

とちぎの星

夢ささら

う
 
る
 
ち

　小　　計

水

稲

なすひかり

きぬはなもち

も
 
ち

　小　　計

合　　計



JA全農とちぎ （単位：t）

採種ほ産 計 県　内 県　外 計

73 73 68 68 5

100% 0%

73 73 68 68 5

100% 0%

（６）令和５年産用種子大豆（令和４年産大豆種子）需給表

　　　　　　　　区別
品種名

生 産 及 び 確 保 数 量 供　　給　　数　　量
残　量

備　蓄
県外移入,
転用

里のほほえみ

（令和５年４月末日現在）

合　　　　計


